
1.イラク 

 

エルビル政府とバグダッド政府は、イランとの間の移動にさ

らなる制限を課した 
 

新しい渡航制限は、Qom市での最近

の流行で2人が死亡したイランからの

コロナウイルスの拡散を防ぐため

に、バグダッドとエルビルの政府に

よって木曜日に発表された。 

Qomでウイルスに感染した疑いのあ

る数人を隔離した後、イランの保健

省は木曜日に2人の高齢者が死亡した

ことを確認した。 

死者は、イラン当局は、12月以来、少なくとも2,118人が死亡し、世界中で74,546人に感染

したウイルスの潜在的な流行に対応するために危機細胞を設置することを余儀なくされた。 

隣国イラクとクルディスタン地域は、イランからのウイルスの感染を防ぐための新たな措置

で対応した。 

 

ペシメルガの指導者は、紛争地域での最近の ISIS攻撃の後、バグダ

ッドとの迅速な対処を促す 

 
ペシュメルガ当局は、ジハード主義者が水曜日に4人のクルド人村人を殺害した紛争地域の

安全保障上の真空に対処するために、エルビルとバグダッドの間の「迅速な」安全保障協定

を求めた。 



水曜日、キルクーク北西部のチャフマハ村でイスラム国(ISIS)の武装勢力による攻撃で、4

人の若いクルド人が死亡し、さらに2人が負傷した。 

CCTVの映像は、火曜日の夕方に村に潜入する2人の銃撃犯を示しています。銃撃犯が青少年

レクリエーションクラブの窓から発砲し、中の人々を撃っているのが見える。 

 

 

 イラクのアラウィ首相、KRGが連邦予算のシェアを受け取ることを

クルド代表団に安心させる 

 

イラクの首相指定モハメド・タウフィク・アラウィは、彼が出国の政府によって合意された

連邦予算の分担をクルディスタン地域に送

ることにコミットしていると言います, 国

会議員のクルド人のメンバーによると. 

アラウィは、イラクの「最初の独立内閣」

を承認するために、月曜日に臨時セッショ

ンを開催するよう議会に要請した。 

クルディスタン民主党(KDP)高官のホシヤ

ル・ゼバリは水曜日、クルド人代表団を率

いてバグダッドに向け、アラウィと会談し

た。 

バグダッド議会のクルド人政党は、国家レ

ベルでクルド人代表を保証するために、アラウィの内閣に座るために自分の候補者を指名し

たいと考えています。 

彼らはまた、クルディスタン地方政府(KRG)の連邦予算の分担を維持し、国家安全保障を脅

かす領土紛争を解決することに熱心である。 

イラク議会のクルド人議員でクルド人代表団のメンバーであるハーレム・カマル・アガは、

「彼は過去の予算と今年の予算でクルディスタン地方政府のすべての財政的権利に対するコ

ミットメントを示した」とアガは言った。 



「昨日、我々は既存の問題を解決するための彼の内閣宣言に耳を傾けた。彼自身は、クルデ

ィスタン地方政府の財政的権利を憲法上、合法、そして彼の言葉では道徳的に、彼は決して

これを放棄しないと指摘した」と彼は付け加えた。 

 

 

ドイツ 

 

ドイツでの銃撃の犠牲者の中のクルド人 
 
銃撃犯が水曜日にドイツ西部

の都市ハナウにある2つのシ

シャバーで発砲し、クルド人

を含む少なくとも9人が死亡

したとビルトは伝えた。 

新聞は犠牲者の中でクルド人

の正確な数を明らかにしなか

ったが、他の未確認の報道に

よると、死者は全員女性を含

むクルド人だった。 

加害者はその後、彼が2人目

の遺体と一緒に死んで発見さ

れた彼の家に逃げた。 

 

 

シリヤ 

空爆でトルコ兵2人が死亡、シリアのイドリブで5人が負傷:国防省 



 
トルコ国防省は、シリアのイドリブ県に駐留していた兵士のうち2人が木曜日の「空爆」で

死亡し、さらに5人が負傷したと述べている。 

 

「(2018年にロシアとトルコの間で合意された)停戦を確実にするためにイドリブにいる我々

の兵士に対する空爆の結果、我々の兵士のうち2人が殉教し、5人が負傷した」と木曜日に発

表されたトルコ国防省の声明を読み上げた。 

 

「イドリブ地域の様々な情報源から得られた最新の情報によると、50人以上の政権軍の戦闘

機と5つの戦車、車両を運ぶ2人の装甲兵、2つの武装ピックアップ、榴弾砲が破壊されまし

た」と、同省は付け加えました。トルコ軍またはその代理部隊が報復攻撃を行ったかどうか

指定せずに。 

 

シリア人権観測所(SOHR)は、攻撃はイドリブの東にあるナイラブ地区で行われたと述べて

いる。「少なくとも14人の親トルコの武装勢力と政権軍とその同盟グループの戦闘員11人が

殺害された」と英国に拠点を置く戦争モニターは付け加えた。 


